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開会時刻 午後３時 

 

 ただいまから、令和２年第１８回教育委員会定例会を開催いたします。 

本日は２名の方から傍聴の申し出がありますが、許可してよろしいでしょ

うか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 それでは、傍聴人の方の入室を許可します。 

 

〔傍聴人入室〕 

 

 日程第１、署名委員を決定します。蓮沼委員と庭野委員にお願いをいたし

ます。 

 続いて、日程第２、議案の審議にまいります。 

 はじめに、第４３号議案、学校職員服務取扱規程の一部改正についてを審

議いたします。内容につきまして事務局から説明をお願いいたします。 

 

それでは、私のほうから第４３号議案のご説明をさせていただきます。 

お手元にはＡ４横版の新旧対照表のほうをお配りさせていただいていると

ころでございます。資料の説明の前に、今回、この学校職員服務取扱規程の

改正に至りました経緯を簡単にご案内させていただきます。 

国の法律の中でいわゆる労働施策総合推進法という法律が今年の６月１日

付けで改正をされました。これまでハラスメントというところですと、いわ

ゆるセクハラ、パワハラ、マタハラというのが有名でございますが、セクシ

ャルハラスメントとマタニティハラスメントにつきましては、男女雇用機会

均等法でその禁止が事業者のほうに義務付けられてきたところでございます

が、実はパワーハラスメントにつきましては根拠法令が今までなかったとこ

ろでございます。 

それが今回、６月１日のこの労働施策総合推進法の改正によりまして、パ

ワーハラスメントの防止対策が法制化されたところでございます。これによ

りまして、事業主にとりましては、パワーハラスメント防止のための相談体

制の整備や、基本的な方針の明確化といったところが義務付けをされました。

これを受けまして、今回、江戸川区教育委員会の服務取扱規程の中に事業主

としての方針の明確化、パワーハラスメントを禁止するという方針を示すと
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いうことでの改正でございます。 

内容につきましては、まず、２ページをお開きいただきますと、第十条及

び第十条の二、この二つにつきましては、先ほど申し上げたセクシャルハラ

スメント、妊娠、出産、育児、または介護に関するハラスメント、いわゆる

マタニティハラスメント、こちらにつきましては従前からこの規程の中でこ

ういった取扱いを禁止する、行ってはならないということで規程をしていた

ところでございます。今回入れさせていただきましたのが３ページの一番上

段、新のところにございますが、第十条の三ということで、パワーハラスメ

ントの禁止にかかる規定を追加させていただきました。 

読み上げさせていただきますと、「第十条の三 職員は、職務上の地位又は

人間関係等の職場内の優位性を背景に、業務の適正な範囲を超えて、他の職

員に精神的若しくは身体的な苦痛を与え、当該職員の人格若しくは尊厳を侵

害し、又は当該職員の勤務環境を害する行動を行ってはならない。」、パワー

ハラスメントを禁止するという旨の規定でございます。 

一番最後の付則のところ、今回ございませんが、今回はこの規程の改正に

つきましては、既に法改正がなされてございますので、議決をいただきまし

たら、準備でき次第、令達させていただく予定でございます。その他、赤い

部分が何箇所かございますが、こちらはいずれもいわゆる文言の整理を今回

の改正に合わせてさせていただいたところでございますので、参考にご覧い

ただければと思います。説明は以上です。 

 

この件に関しまして、何かご質問、ご意見ございますでしょうか。 

 

とてもいいことだと思うんですけれども、今までなかったのが不思議なぐ

らいですね。学校現場の場合、区教委が定期的にいろいろ話をして徹底され

ているので、これも同様のことだと思うんですけれども、またしっかりやっ

ていただきたいなと思います。 

 

質問ではないんですけれども、もちろんこれまでも禁止されていることで

ございますが、これまでは雇用機会均等法の中における職場環境の配慮義務

という中に広く含まれているという解釈でございまして、具体的にパワーハ

ラスメントを禁止するというような、はっきりとした規程はない中で、実務

的には当然これは禁止される行いでありましたので、これまでもパワーハラ

スメントがなされないようにということは当然のこととして取り組んできた

ところでございますが、今回、明確な法的根拠ができましたので、それにあ
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わせて規程の整備をさせていただくものでございます。 

 

ありがとうございます。 

 

二つあるんですけれども、一つはこの文言はどこかから引用したというか、

どこかのものをうまく使ったのかということと、あとハラスメント全般的な

こととしてよく言われていることがあるんですけれども、相手がそう感じた

らばハラスメントなんだと。セクシャルハラスメントなんかの場合は特にそ

う言われますけれども、そうした意味合いでパワーハラスメントはなかなか

難しいところがあるなと思うんですが、そんなところはどういうふうに解釈

されて、これからこの法律に基づいていろいろと活動されていこうと考えて

いるのかというのをお聞かせください。 

 

文言につきましては、先ほど申し上げました労働施策総合推進法、この中

でいわゆるパワーハラスメント禁止を盛り込んだ部分の表現をお借りしてい

るところでございます。そこでもございますように、優越的な関係を背景に

しているという部分と、業務上必要かつ相当な範囲を超えた言動なのかどう

かというところ、また、就業環境、職場環境を害するものであること、この

三つの視点がパワーハラスメントのキーになってございますので、こういっ

た視点でこれまでもやってきたところではございますが、改めてこのパワー

ハラスメントという定義のもとでそういった行動がないように禁止するとと

もに、あった場合にはしっかり対応させていただきたいと考えてございます。 

 

よろしいでしょうか。 

他になければ、第４３号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

  

それでは、原案のとおり決定いたします。 

以上をもちまして、令和２年第１８回教育委員会定例会を終了いたします。 

 

 

閉会時刻 午後３時０７分 

 


